
平
成
十
九
年
八
月
八
日
提
出

質

問

第

二

四

号

「
棄
て
ら
れ
た
年
金
記
録
」
旧
台
帳
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

保

坂

展

人

24



「
棄
て
ら
れ
た
年
金
記
録
」
旧
台
帳
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
の
参
議
院
選
挙
は
「
年
金
選
挙
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
し
か
も
、
年
金
制
度
全
般
に
つ
い
て
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
保
険

庁
・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
が
長
年
保
管
し
て
き
た
「
年
金
記
録
」
に
つ
い
て
、
国
民
の
不
信
が
頂
点
ま
で
高
ま
っ
た
こ
と

で
、
政
府
・
与
党
に
は
厳
し
い
結
果
が
現
れ
た
。
私
は
、
昭
和
十
七
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
の
「
厚
生
保
険
被
保
険
者
台
帳
」

い
わ
ゆ
る
「
旧
台
帳
」
の
保
管
状
況
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
庁
と
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
情
報
提
供
と
事
実
の
提

示
を
求
め
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
選
挙
が
終
わ
っ
て
も
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
幹
部
か
ら
は
、
国
会
議
員
の
調
査
に
背
を
向

け
た
冗
長
な
言
い
訳
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
で
、
何
ら
事
実
解
明
に
向
け
た
「
作
業
」
が
行
わ
れ
て
い
る
気
配
が
な
い
。
安
倍

内
閣
は
、
「
最
後
の
ひ
と
り
ま
で
救
済
し
ま
す
」
と
真
摯
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
て
い
る
が
、
「
旧
台
帳
」
の

未
解
明
部
分
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
が
や
や
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
こ
の
主
意
書
に
対
し
て
も
誠
意
を

も
っ
て
、
国
民
に
「
旧
台
帳
」
に
か
か
る
基
本
的
な
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に
内
閣
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

一

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
台
帳
は
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
に
各
地
方
庁
で
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
老
齢
年
金

一



の
支
給
が
始
ま
る
こ
と
や
記
録
事
務
の
機
械
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
方
庁
か
ら
中
央
に
一
元
化
し

た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
中
央
で
集
約
し
た
被
保
険
者
台
帳
（
い
わ
ゆ
る
旧
台
帳
）
は
い
く
つ
あ
っ
た
の
か
。
『
社
会
保

険
二
五
年
史
』
に
は
三
二
、
二
九
八
、
一
五
一
件
（
三
一
七
ペ
ー
ジ
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
に
間
違
い
は
な
い

か
。
「
現
存
台
帳
」
「
喪
失
台
帳
」
以
外
に
内
訳
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

と
こ
ろ
が
、
社
会
保
険
庁
が
従
来
、
国
会
に
対
し
て
説
明
し
て
き
た
旧
台
帳
移
管
分
の
総
数
は
、
三
、
一
一
九
万
件
で

あ
っ
た
。
こ
の
集
計
差
の
一
一
〇
万
件
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
た
「
被
保
険
者
台
帳
保
管

業
務
委
託
要
領
」
は
、
「
裁
定
台
帳
二
〇
万
件
」
「
農
林
共
済
移
管
分
二
七
万
件
」
「
廃
棄
五
一
万
件
」
「
そ
の
他
一
二
万

件
」
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
集
計
は
、
い
つ
誰
が
行
っ
た
も
の
な
の
か
。
「
裁
定
台
帳
二
〇
万
件
」
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る

の
か
、
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
。
「
そ
の
他
一
二
万
件
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
記
録
は
、
「
私
学
共
済
で
は
な
い
か
」
と
い

う
青
柳
親
房
社
会
保
険
庁
運
営
部
長
の
答
弁
の
裏
付
け
は
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
そ
の
内
容
を
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

三

問
題
は
「
廃
棄
五
一
万
件
」
で
あ
る
。
厚
生
年
金
保
険
法
二
十
八
条
で
「
台
帳
」
は
被
保
険
者
記
録
と
し
て
保
存
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
来
は
「
台
帳
の
廃
棄
」
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
に
「
廃
棄
五
一
万
件
」
を
裏
付
け
る
業
務
文
書
は
残
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
台
帳
を
廃
棄
し
た
記
録
は

二



存
在
す
る
か
。
ま
た
、
「
廃
棄
五
一
万
件
」
と
書
か
れ
て
い
る
旧
台
帳
記
録
は
、
ま
と
め
て
棄
て
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
調

査
・
集
計
期
間
中
に
そ
れ
ぞ
れ
散
逸
し
た
台
帳
の
総
数
な
の
か
。

四

社
会
保
険
庁
は
「
鋭
意
調
査
中
」
と
い
う
ば
か
り
で
、
な
ん
ら
具
体
的
な
調
査
結
果
を
示
さ
な
い
ま
ま
に
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
「
旧
台
帳
年
金
記
録
廃
棄
問
題
」
に
つ
い
て
社
会
保
険
庁
な
ら
び
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
調
査

を
し
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
他
の
「
記
録
」
問
題
の
処
理
に
追
わ
れ
て
手
つ
か
ず
な
の
か
。
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｏ
Ｂ
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た
と
い
う
が
、
ど
の
年
代
に
在
職
し
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
の
か
。
こ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
継
続
中
な
の
か
、
終
了
し
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

五

総
務
省
に
設
置
さ
れ
た
年
金
記
録
検
証
委
員
会
の
第
三
回
会
合
（
七
月
四
日
）
に
配
布
さ
れ
た
資
料
「
年
金
記
録
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
」
の
七
ペ
ー
ジ
に
従
来
の
政
府
の
説
明
と
明
ら
か
に
異
な
る
記
載
が
あ
る
。
「
台
帳
の
保
管
状
況
」
と
い
う

部
分
に
、
「
被
保
険
者
台
帳
（
旧
台
帳
）
」
に
つ
い
て
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
て
業
務
セ
ン
タ
ー
に
保
管
（
セ
キ
リ
ュ

テ
ィ
倉
庫
）
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
た
元
の
紙
媒
体
に
つ
い
て
も
一
部
保
管
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
資

料
は
誰
が
作
成
し
た
の
か
。
ま
た
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
保
険
庁
の
資
料
に
よ
る
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化

し
た
「
一
、
七
五
四
万
件
」
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
磁
気
テ
ー
プ
化
さ
れ
た
「
一
、
三
六
五
万
件
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

三



れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
。

六

従
来
、
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
は
、
「
一
、
三
六
五
万
件
に
つ
い
て
は
、
全
部
磁
気
テ
ー
プ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
入
力
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
台
帳
も
す
べ
て
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
事
実

か
。

七

年
金
記
録
検
証
委
員
会
で
の
報
告
資
料
に
前
記
の
記
載
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

八

従
来
、
一
、
七
五
四
万
件
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
た
元
の
紙
媒
体
は
全
部
廃
棄
し
た
と
厚
生
労
働
大
臣
は
答
弁
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
資
料
に
は
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
た
元
の
紙
媒
体
に
つ
い
て
も
一
部
保
存
し
て
い
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
真
実
な
の
か
。

九

セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
倉
庫
に
は
、
三
、
一
一
九
万
件
の
旧
台
帳
記
録
は
存
在
す
る
と
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
説
明
を
受
け
て
き
た
。
六
月
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
野
党
理
事
と
と
も
に
視
察
に
入
ろ
う
と
し
た
時
、
「
第
二

倉
庫
に
一
、
七
五
四
万
件
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
た
旧
台
帳
」
が
保
管
さ
れ
て
い
て
、
第
三
倉
庫
に
一
、
三
六
五
万
件

の
磁
気
テ
ー
プ
化
さ
れ
た
紙
の
旧
台
帳
を
保
管
し
て
い
る
」
と
聞
い
て
い
た
。
事
実
か
。

十

セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
倉
庫
の
第
二
倉
庫
は
、
「
年
金
記
録
」
を
個
票
で
発
注
し
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
方
式
で
、
ま
た
第
三
倉

四



庫
は
委
託
者
か
ら
指
定
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
ご
と
送
り
出
し
、
使
用
後
に
戻
す
方
式
で
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
と
契

約
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
事
実
か
。

十
一

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
と
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
倉
庫
と
の
平
成
十
八
年
の
契
約
書
に
よ
れ
ば
、
文
書
等
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
四
一
〇
×
三
三
〇
×
三
一
〇
㎜
の
保
管
ケ
ー
ス
を
一
八
、
〇
〇
〇
箱
預
け
て
い
る
。
ま
た
、
被
保
険
者
台
帳
の
保
管
に
関

し
て
四
五
〇
×
三
九
〇
×
一
五
〇
㎜
の
台
帳
収
容
箱
を
四
、
三
七
三
ケ
ー
ス
保
管
し
て
い
る
。
こ
の
契
約
中
、
前
者
に

「
一
、
三
六
五
万
件
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
後
者
が
「
一
、
七
五
四
万
件
」
を
保
管
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

十
二

台
帳
収
納
箱
一
箱
に
は
、
何
件
分
の
台
帳
が
入
っ
て
い
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
契
約
後
の
保
管
委
託
時
に
セ
キ
リ
ュ

テ
ィ
倉
庫
と
の
間
で
確
認
し
た
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
」
と
「
紙
」
の
旧
台
帳
の
総
数
は
何
件
な
の
か
。

十
三

村
瀬
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
野
党
筆
頭
理
事
に
対
し
て
、
「
与
党
が
同
意
し
、
同
席
し
な
い

視
察
で
は
倉
庫
を
見
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
門
前
払
い
を
行
っ
た
が
、
当
時
の
与
野
党
間
で
「
野
党
の
倉
庫
視
察
」
は

事
前
に
与
党
も
了
承
・
合
意
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
村
瀬
長
官
は
、
「
与
党
が
合
意
し
て
も
与
党
が
同
席
し
な
け

れ
ば
倉
庫
は
見
せ
な
い
」
と
判
断
し
た
根
拠
は
何
か
。

十
四

年
金
記
録
に
対
し
て
不
信
が
高
ま
り
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
審
議
中
に
東
京
か
ら
相
当
離
れ
た
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ

五



倉
庫
に
議
員
団
が
到
着
し
た
際
に
、
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
は
た
だ
ひ
と
り
の
職
員
す
ら
も
配
置
せ
ず
、

非
礼
に
も
議
員
団
を
追
い
返
し
た
。
突
然
に
出
発
し
た
視
察
団
で
は
な
く
、
当
日
応
対
す
る
予
定
だ
っ
た
社
会
保
険
庁
会
計

課
の
職
員
の
携
帯
電
話
や
、
日
程
表
ま
で
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
い
っ
た
ん
は
受
け
入
れ
た
倉
庫
視
察
を
突
然
に
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
の
は
誰
な
の
か
。
村
瀬
社
会
保
険
庁
長
官
か
、
柳
澤
厚
生
労
働
大
臣
の
最
終
判
断
と
考
え
て
い
い
の
か
。

十
五

そ
も
そ
も
、
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
倉
庫
に
議
員
団
が
出
か
け
た
の
は
、
旧
台
帳
の
保
管
状
況
を
視
察

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
視
察
に
行
っ
て
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
倉
庫
の
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を
受
け
る
と
、
三
鷹
に
あ
る

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
旧
台
帳
の
保
管
さ
れ
て
い
る
箱
を
取
り
寄
せ
て
、
無
作
為
抽
出
し
て
一
〇
〇
件
の
オ
ン
ラ
イ
ン

入
力
の
有
無
を
検
査
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
旧
台
帳
の
保
管
状
況
は
東
京
で
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
テ
ス
ト
（
検
査
）
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
村
瀬
社
会
保
険
庁
長
官
は
頑
な
に
拒
否
し
続
け
た
。
一
、
三

六
五
万
件
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
記
録
に
入
力
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
実
証
を
行
う
こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
が
あ
る
の

か
。
し
か
も
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」
を
理
由
に
あ
げ
た
が
、
私
た
ち
は
住
所
・
氏
名
を
隠
し
て
も
ら
い
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
表
示
も
カ
バ
ー
し
て
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
実
証
し
て
く
れ
と
求
め
た
が
村
瀬
長
官
は
こ
れ
も
拒
否
し
た
。
国

会
議
員
の
調
査
を
こ
れ
ほ
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
拒
み
、
参
議
院
選
挙
結
果
が
ど
う
あ
れ
そ
の
硬
直
し
た
態
度
は
変
わ
ら
な
い
。

六



年
金
記
録
検
証
委
員
会
・
年
金
業
務
・
社
会
保
険
庁
監
視
委
員
会
か
ら
も
指
摘
が
あ
る
通
り
、
国
会
議
員
に
対
し
て
調
査
に

協
力
し
、
事
実
を
明
か
す
用
意
は
な
い
の
か
。

十
六

政
府
は
「
宙
に
浮
い
た
五
、
〇
〇
〇
万
件
」
へ
の
対
策
と
は
別
に
、
そ
も
そ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
入
力
さ
れ
て
い
な
い

一
、
四
三
〇
万
件
（
船
員
保
険
三
六
万
件
は
別
）
に
つ
い
て
、
新
た
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
一
、
四
三
〇
万
件
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
複
写
さ
れ
た
旧
台
帳
で
、
比
較
的
使
用
頻
度
が
低
い
と
判
断
さ
れ
て

磁
気
デ
ー
タ
に
は
入
力
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
だ
が
、
先
月
の
調
査
で
社
民
党
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
保
管
状
況
を
視

察
し
、
「
別
人
台
帳
」
「
事
故
台
帳
」
と
い
う
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
「
別
人
台
帳
は
二
六
万
件
、
事
故
台
帳
は
七
万
件
あ
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
三
二
万
件
を
入
力
す
る
こ
と

は
出
来
て
も
、
統
合
し
た
り
本
人
通
知
し
た
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
台
帳
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

化
さ
れ
た
旧
台
帳
の
み
の
数
字
で
あ
り
、
磁
気
テ
ー
プ
に
入
力
し
て
い
る
は
ず
の
一
、
三
六
五
万
件
に
も
、
ま
た
別
に
「
別

人
台
帳
」
「
事
故
台
帳
」
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
が
何
件
で
あ
る
の
か
は
確
定
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
間
違
い

な
い
か
。

十
七

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
再
三
説
明
を
求
め
て
い
る
の
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
た
も
の
が
一
、
七
五

七



四
万
件
と
の
公
的
記
録
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
も
政
府
・
社
会
保
険
庁
の
入
力
対
象
は
一
、
四
三
〇
万
件
と

な
っ
て
い
る
。
三
二
四
万
件
に
つ
い
て
は
、
「
磁
気
テ
ー
プ
に
も
取
り
、
マ
イ
ク
ロ
に
も
し
た
も
の
が
三
二
四
万
件
あ
っ

た
」
と
聞
い
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
年
金
記
録
に
関
す
る
資
料
を
精
読
し
て
も
ど
こ
に
も
そ
の
記
載
が
な
い
。
何
か
裏
付
け

と
な
る
資
料
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
裁
定
な
ど
で
逐
次
磁
気
テ
ー
プ
に
入
力
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
三
、
一

一
九
万
件
の
総
数
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
磁
気
テ
ー
プ
化
済
一
、
三
六
五
万
件
＋
三
二
四
万
件＝

一
、
六
八
九
万
件
・

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
一
、
四
三
〇
万
件
と
い
う
記
載
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

十
八

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
の
内
部
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
旧
台
帳
（
昭
和
三
十
二
年
十
月
前
の
記
録
）
関
係
事
故
分
の
取
扱
に

つ
い
て
（
指
示
書
）
昭
和
五
十
四
年
八
月
七
日
企
画
管
理
』
に
よ
る
と
、
旧
台
帳
三
、
二
〇
〇
万
件
の
う
ち
、
一
、
三
〇
〇

万
件
の
磁
気
テ
ー
プ
化
を
昭
和
四
十
一
年
か
ら
四
十
七
年
に
か
け
て
行
っ
て
い
る
。

「
上
記
の
処
理
に
よ
っ
て
発
生
し
た
事
故
は
七
四
万
件

課
内
補
正
処
理
済
分

四
二
万
件

課
内
補
正
処
理
不
能
分

三
二
万
件
」

と
あ
る
。
（
資
料
三
）
ま
た
、
「
生
年
月
日
相
違
分
」
が
二
一
万
件
で
あ
り
、
「
取
得
記
録
漏
れ
六
万
件
」
「
喪
失
記
録
漏

れ
五
万
件
」
（
計
一
一
万
件
）
と
あ
る
。
こ
う
し
た
旧
台
帳
事
故
分
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
、
統
合
出

八



来
た
の
か
、
不
明
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
記
録
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

十
九

以
上
、
「
年
金
記
録
」
に
つ
い
て
の
疑
問
の
一
部
を
文
書
で
提
示
し
た
。
政
府
が
国
民
に
、
「
最
後
の
ひ
と
り
ま
で
き

ち
ん
と
や
り
ま
す
」
と
約
束
し
た
か
ら
に
は
、
年
金
記
録
問
題
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
内
の
「
秘

密
」
指
定
の
文
書
も
開
示
し
て
、
混
乱
を
招
い
た
記
録
管
理
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
与
野
党
を
超
え
て
政
治
の
場

に
い
る
者
の
使
命
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
も
、
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

事
態
を
積
極
的
に
解
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
一
枚
の
説
明
文
書
も
受
領
し
た
こ
と
は
な
い
。
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
さ
え
、
私
た
ち
が
気
づ
か
な
け
れ
ば
そ
の
提
示
の
事
実
を
語
ら
な
い
。
お
そ
ろ
し
い
隠
蔽
体
質
を

打
破
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
旧
台
帳
年
金
記
録
の
調
査
に
内
閣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

九


